
メーカー： 車  種 名： 管理Ｎｏ：

年    式 ： Ｈ ２５ ／ １１ ～ Ｈ ２７ ／ ０８ 車体型式： 更新日 ： Ｈ ２７ ／ ０９

注： カプラの配線は、ハーネス側から見た図です。
グレード、オプション装着状況等により、車体側配線色やカプラの位置等が異なる場合があります。
その場合は、本体添付の取付説明書に従って、接続先を探してお取り付けください。

Ｅ６０４２０１Ｂ

１／６ページ

スズキ ソリオ バンディット
（アイドリングストップなし車）
ＭＡ１５Ｓ

車種別情報 Ｂ

プッシュスタートアダプター「ＰＳ９２」の取付
手順は、次ページ以降をご覧ください。

※この情報は都度変更されますので、お取り付け
   の前に必ず最新情報をご確認ください。
   『 http://www.mskw.co.jp/engsta/ 』

ＢＣＭ＆Ｊ／ＢＢＣＭ＆Ｊ／Ｂ側面

Ｌ端子配線（灰色線）

灰色２４Ｐカプラ

若葉

カプラは、両方共にＪ／Ｂの裏側に

ついているＢＣＭの側面にあります。

作業をする際には、Ｊ／Ｂを固定して
いるナットを外す必要があります。

灰色２６Ｐカプラ

ドアスイッチ配線（茶色線）
必ず配線してください。

（運転席のみ）

黒／黄



メーカー： 車  種 名： 管理Ｎｏ：

年    式 ： Ｈ ２５ ／ １１ ～ Ｈ ２７ ／ ０８ 車体型式： 更新日 ： Ｈ ２７ ／ ０９

●以降は、プッシュスタートアダプター「ＰＳ９２」の取付手順です。

１．構成

●接続先概略図

上記セットの他に結束バンド（大１、小２）が同梱されています。

２．エンジンスターター本体との接続

※５Ｐカプラ差込口には黒色テープが貼ってありますので、はがしてから接続してください。

　 

Ｅ６０４２０１Ｂソリオ バンディット
（アイドリングストップなし車）
ＭＡ１５Ｓ

車種別情報 Ｂ ２／６ページ

スズキ

ＰＳ９２本体

接続ハーネスＡ 接続ハーネスＢ

4Pｶﾌﾟﾗ10Pｶﾌﾟﾗ

5Pｶﾌﾟﾗ ※

12Pｶﾌﾟﾗ

1Pｶﾌﾟﾗ

エンジンスターター本体

アースポイント白色１Ｐカプラ位置

白色４Ｐカプラ位置

故障診断コネクタ位置

レバー付き白色３０Ｐカプラ位置
ｷﾞﾎﾞｼ端子

橙線端子



メーカー： 車  種 名： 管理Ｎｏ：

年    式 ： Ｈ ２５ ／ １１ ～ Ｈ ２７ ／ ０８ 車体型式： 更新日 ： Ｈ ２７ ／ ０９

３．車両への接続　（接続先は、２／６ページの接続概略図をご参照ください）

①サイドトリムを外します。 ②カバーを外します。 ③運転席足元右側にあるＢＣＭ＆Ｊ／Ｂの白色１Ｐカプラと、白色４Ｐカプラに

　 接続ハーネスＢの１Ｐカプラと４Ｐカプラを割り込み接続します。

　
注意： 白色１Ｐカプラを外すとオーディオの時計や

メモリーがリセットされる場合があります。

必要なメモリー内容は、あらかじめメモを

取り作業してください。

④BCM&Ｊ／Ｂのレバー付き白色３０Ｐカプラを外します。 ⑤外したレバー付き白色３０Ｐカプラのレバーを外します。

レバーの両側を広げ、カプラのツメから外し、

レバーを起こします。

ロックを押しながらレバーを引き上げ

カプラを外します。

（アイドリングストップなし車）
ＭＡ１５Ｓ

車種別情報 Ｂ

スズキ Ｅ６０４２０１Ｂソリオ バンディット

３／６ページ

白色１Ｐカプラ

白色４Ｐカプラ

ロック

ツメ

レバーを起こした状態



メーカー： 車  種 名： 管理Ｎｏ：

年    式 ： Ｈ ２５ ／ １１ ～ Ｈ ２７ ／ ０８ 車体型式： 更新日 ： Ｈ ２７ ／ ０９

⑥軸の形状とレバー穴の形状を合わせ、 ⑦下段側（車両取付状態）の

　 レバーを広げてレバーを外します。 　 リテーナーを浮かせます。 くぼみ部分に精密ドライバー（－）等を入れ, リテーナーを約１ｍｍ浮かせた状態

リテーナーを持ち上げ約１ｍｍ浮かせます。 ※リテーナーはコネクタから外れません。

⑧接続ハーネスＢの橙線の先端に付いている ⑨リテーナを押し込み元に戻します。

　 保護チューブを外し、橙線端子を下写真の

　 位置（空き端子）に差し込みます。 　　※端子が奥まで差し込まれていない

　　　 場合は、リテーナを押し込めません。

　　　 端子の差し込みを確認してください。

⑩レバーを外した手順と逆の手順で取り付けます。

　　レバーを取り付けた状態

⑪レバー付き３０ＰカプラをＢＣＭ＆Ｊ／Ｂへ取り付け

　 ます。

ソリオ バンディット
（アイドリングストップなし車）

車種別情報 Ｂ ４／６ページ

スズキ Ｅ６０４２０１Ｂ

ＭＡ１５Ｓ

形状を合わる形状を合わせる

約１ｍｍ

リテーナー

くぼみ

「橙」線端子
挿し込み位置

橙線端子の挿し込み先
（レバー付き白色３０Ｐカプラ）

※誤ってここに差し込ま
ないでください。
車の装備によっては

電線が接続されている

場合があります。

橙線端子の
差し込み位置

・端子の向きを合わせて差し込んでください。
向きが合っていないと差し込めません。
・端子がロックするまで差し込み、軽く引っ張り
端子が抜けないことを確認してください。

空き端子



メーカー： 車  種 名： 管理Ｎｏ：

年    式 ： Ｈ ２５ ／ １１ ～ Ｈ ２７ ／ ０８ 車体型式： 更新日 ： Ｈ ２７ ／ ０９

⑫接続ハーネスＢのアース線をアースポイントへ接続します。 ⑬接続ハーネスＡの緑線と茶線を付属のエレクトロタップ（赤）で接続します。

⑭接続ハーネスＡと接続ハーネスＢの黄線ギボシ端子を接続します。

　 （２／６ページ「２．エンジンスターター本体との接続」の図を参照） ４．プッシュスタートアダプターの登録
※エンジンスターター本体に車種別接続ハーネスを接続すると、 【図１】

⑮接続ハーネスＡの５Ｐカプラをエンジンスターター本体上面の黒シールを 　 エンジンスターター本体から断続音が鳴ることがありますが、

　 はがして接続します。 　 オートマチック車の登録をおこなわず、そのままプッシュスタート

　 （２／６ページ「２．エンジンスターター本体との接続」の図を参照） 　 アダプターの登録作業をおこなってください。

①「３．車両への接続」に従い接続をおこなうと、プッシュスタート

⑯接続ハーネスＡの半透明１０ＰカプラをＰＳ９２本体に接続します。 　 アダプター本体のＬＥＤが約３秒間点灯し、その後遅い点滅に

　 （２／６ページ「２．エンジンスターター本体との接続」の図を参照） 　 変化します。（【図１】参照）

②ＬＥＤが遅い赤点滅に変化したことを確認し、フットブレーキを

⑰エンジンスターターの『取付・取扱説明書』に従い、ドアスイッチ配線を 　 踏まずにプッシュボタンを２回押し、ＩＧをＯＮにします。 【図２】

　 します。 　 （【図２】参照）

③ＬＥＤが速い赤点滅に変化し、その後約３秒間点灯し消灯しま

⑱接続ハーネスＢの白色１２Ｐカプラをエンジンスターター本体に接続 　 す。（【図１】参照）

　 します。 ④プッシュボタンを押しＯＦＦにします。（【図２】参照）

　 （２／６ページ「２．エンジンスターター本体との接続」の図を参照）

スズキ

５／６ページ車種別情報 Ｂ

Ｅ６０４２０１Ｂソリオ バンディット
（アイドリングストップなし車）
ＭＡ１５Ｓ

アースポイント

故障診断コネクタ

赤白

茶線接続先 緑線接続先

故障診断コネクタを外した裏側

中にあるＬＥＤの状態を確認

※緑線と茶線のより線は、必要以上にほどかないで使用ください。



メーカー： 車  種 名： 管理Ｎｏ：

年    式 ： Ｈ ２５ ／ １１ ～ Ｈ ２７ ／ ０８ 車体型式： 更新日 ： Ｈ ２７ ／ ０９

５．オートマチック車の登録
① エンスタ・ＬⅣ、ＥＧＳｰＭ４の場合 ④ シフトレバーをＲレンジからＰレンジへ ⑦ フットブレーキを踏みプッシュボタン

　　リモコンのＳＴＯＰボタンを押します。 戻します。 を押します。（エンジン始動）

（この時本体から「ﾌﾟｰﾌﾟｰｯ ﾌﾟｰﾌﾟｰｯ ・・」 （本体からの断続音が「ﾌﾟﾌﾟｯ ﾌﾟﾌﾟｯ ・・」 （本体からの断続音が「ﾌﾟﾌﾟﾌﾟｯ ﾌﾟｰ」

と断続音がします） へ変化します） と鳴り、音が消えます）

エンスタ・ＺⅢ、ＥＧＳ-Ｗ５/Ｗ６の場合 ⑤ 再度シフトレバーをＰレンジから

　　アンテナユニットのパワースイッチを Ｒレンジへ動かします。

　　ＯＮにします。 （本体からの断続音が

（この時本体から「ﾌﾟｰﾌﾟｰｯ ﾌﾟｰﾌﾟｰｯ ・・」 「ﾌﾟﾌﾟﾌﾟｯ ﾌﾟﾌﾟﾌﾟｯ ・・」へ変化します）

と断続音がします）

② フットブレーキを踏まずにプッシュボタン ⑥ シフトレバーをＲレンジからＰレンジへ ⑧ プッシュボタンを押し、エンジンを

を２回押します。（ＩＧ ＯＮ） 戻します。 停止します。

（本体からの断続音が「ﾌﾟﾌﾟｯ ﾌﾟﾌﾟｯ ・・」 （本体からの断続音が「ﾌﾟﾌﾟｰｯ ﾌﾟﾌﾟｰｯ ・・」

へ変化します） へ変化します）

③ フットブレーキを踏みシフトレバーを

ＰレンジからＲレンジへ動かします。 ●以上でオートマチック車の登録は終了です。
（本体からの断続音が

「ﾌﾟﾌﾟﾌﾟｯ ﾌﾟﾌﾟﾌﾟｯ ・・」へ変化します）

６．使用方法
①リモコン始動
エンジンスターターの説明書に準じてリモコン操作を行ない、エンジンを始動します。アドバンストキーを車両の通信圏外に置いた状態でリモコン操作をしてください。
※エンジンスターターでエンジン始動中やターボタイマー作動中は、メーター内のマルチインフォメーションディスプレイに「スタートシステム要点検」と表示しますが、
　お車や本品の故障ではありません。エンジンスターターのリモコン操作等でエンジンを停止し、通常のエンジン始動（エンジンスイッチ操作でエンジン始動）する　
　ことで表示は消えます。
※エンジンスターター始動中は、オーディオ・ナビゲーション等、一部の電装品は動作しません。

②ドア開検出
運転席ドアを開けたときにエンジンが止まることを確認してください。※ドアをロック（施錠）せずにリモコンでエンジンを始動して確認ください。

注意： エンジンスターター始動中やターボタイマー作動中は、アドバンストキーまたはキーレスによるドアのロック（施錠）・アンロック（開錠）は出来ません。

リモコン操作にてエンジンを停止してから、ドアのロック（施錠）・アンロック（開錠）を行なってください。

なお、車両のセキュリティシステム作動中にエンジンスターターでエンジンを始動し、メカニカルキーにてドアのアンロック（開錠）を行ない、ドアを開けると警報が鳴ります。

セキュリティアラームを「警報なしモード」に設定してある場合は、エンジンスターターでエンジンを始動し、メカニカルキーにてドアのアンロック（開錠）を行ない、ドアを
開けても警報は鳴りませんが、必ずドア配線を行ないドアを開けるとエンジンが停止するようにしてください。

ソリオ バンディット
（アイドリングストップなし車）
ＭＡ１５Ｓ

スズキ Ｅ６０４２０１Ｂ

車種別情報 Ｂ ６／６ページ
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